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研究成果の概要：子どもが司法場面で情報提供を求められることは少なくない。本研究の目的

は，出来事の報告，特に人物の記述と，刑事事件でも民事事件でも問題になる感情・気持ちの

表現に焦点を当て，発達的変化を明らかにするとともに，得られた資料を司法面接の開発に活

かすことであった。成果は以下の 3点となる。(1) 実験研究により，語彙は限られているもの

の，幼児による人物記述の度合いは人物の再認の正確さと関わっていること，感情・気持ちに

ついては，特にネガティブな気持ちを表す語彙が学童期に増加することを示した。(2) 幼児の

供述の信用性に関する大人の意識，認識を検討し，一般市民は子どもの供述の信用性を高く見

積もりがちであることを示した。(3) これらの成果，文献調査，国外での調査などを踏まえ，

面接ガイドラインを提案した。 
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１．研究開始当初の背景 
 出来事の記憶の発達は，母子対話や目撃証
言の文脈で研究が進められてきた。そのなか
で，幼児の報告は母親の支援に依存すること，
質問や暗示の影響を受けることなどが明ら
かにされている（Nelson, Fivush, McCabe, 

Ceci 等）。しかし，幼児自身が出来事を報告
するための語彙をどの程度もっているかを
調べた研究は少なく，Aldridge & Wood(1998)
がある程度である。我が国でも，保育士によ
る生活発表の援助（藤崎），ビデオ内容に関
する母子対話（高橋），質問に対する出来事

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2005〜2008 

課題番号：１７３３０１４９ 

研究課題名（和文） 子どもの面接法−出来事を話すための語彙− 

  

研究課題名（英文） Investigative interview with children: Vocabulary for talking about 

an event 

研究代表者 

仲 真紀子（NAKA MAKIKO） 

北海道大学・大学院文学研究科・教授 

 研究者番号：00172255 



 

 

の想起（中澤, Uehara, Mori ら, 菊野, 仲）
など，対話や質問を重視した研究はあるが，
出来事を表す語彙に注目した研究は少ない。 
 語彙獲得の研究は，語彙一般(国研)，名詞
(今井，針生)，動詞(小林)，助詞(横山)，代
名詞(斎藤)，育児語（小椋），助数詞(仲)な
ど多岐にわたるが，出来事の報告と関わるの
は，岩渕・村石(1976)による時間を表す語彙
（明日，昨日等）の調査があるくらいである。 
 こういった状況は，出来事の正確な報告を
求める「司法面接」が比較的新しい研究領域
であることにもよるのだろう。本研究は国内
外で不足している情報を提供し，司法面接の
確立に貢献することを目指している。 
 
２．研究の目的 
 期間内に以下の３点を達成することを目
標として定めた。 
(1)実験的研究と事例研究を通して，出来事を
語る語彙，特に人物の記述と感情，気持ちを
表す語彙，表現の発達を調べること。 
(2)調査研究を通して，子どもの供述の信用性
に関する一般市民の意識を調べること。 
(3)国内外における司法面接の実施状況を調
べ，（1）（2）の成果とも合わせて予備的なガ
イドラインを作成すること。 
このために，①実験研究，②調査研究，③文
献研究・国外視察を行う。 
 
３．研究の方法と４．研究成果 
 本研究の方法①実験研究，②調査研究，③
文献研究・国外視察は上記の（1）（2）（3）
と対応しており，方法論と成果が結びついて
いる。そこで，ここでは 3「研究の方法」と
4「研究成果」を合わせて報告する。 
 
（1）実験研究：人物を表す語彙と気持ち，
感情を表す語彙 
方法 
材料： ldridge & Wood (1998)にならい，軍
手人形による人形劇を 10 作成した。出来事
は，先生の眼鏡がなくなる，ヨッちゃんが木
に登り，降りられなくなる，ミイちゃんがタ
ッ君に髪を引っ張られ，無理矢理遊びに誘わ
れる等である（人形は「眼鏡がない」「降り
られない」などの活動に関する言葉は発する
が，感情語は用いない）。ポジティブな出来
事が含まれる小劇は 3，ネガティブな出来事
が含まれる小劇は 7 であり，長さはそれぞれ
30 秒から 1 分程度であった。 
参加者：2005-2006 年度は主に幼児を対象と
した（120 名）。2007 年度は小学生（86 人），
2008 年度は施設入所児（17 人，現在も資料
収集中）を対象とした。 
手続き：人形劇を DVD で提示し，各出来事
について，①他者の感情の説明（登場人物は
どのような気持ちだったか），②自己の感情

の説明（○○ちゃん＝対象児は登場人物のこ
とをどう思うか）を求める。幼児には語彙テ
スト，情報源課題の認識課題，心の理論課題
等も実施した。また，調査を行った実験者（人
物）に関する記述を求めた。 
 いずれも個人情報の扱いに注意し，倫理的
配慮を行い，保育士，教員，施設長の許可指
導のもとに研究を実施した。 
 
成果 
 データは現在も収集中，分析中であるが，
ここまでで整理した成果について報告する。 
① 人物を表す語彙 
 幼児と小学校 1 年生が，人物の記述におい
て言及した部位を図 1 に示す。体格や髪型，
顔のかたちについてはある程度の情報提供
が可能であるが，顔の内部，特に鼻について
の記述は少ない。 
 なお，正しく同定できた子どもとそうでな
い子どもとで記述量を比較したところ，正し
く人物同定を行った幼児・児童の方が，そう
でない子どもよりも，顔の記述数が多かった。 
 

 
 
 また，同一の人物に対し 27 人の子ども
が行った記述を表 1 に示す（数値は記述者
数）。ばらつきが大きいことがわかる。 
 

表 1：同一人物に対する記述 

顔の形 髪 目 鼻 口 
こう 3 こう 2 キラキラし

ていた 1 

こう 3 唇ついて

た 1 

丸 2 しばってた 2 こう 3 普通 1 こう 3

丸々1 長い 9 普通 5 三角 1 普通 1

卵みた 2 短い 2 丸い 2 実験者と

同じ 1 

細い 1

四角 1 長さ 3 大きい 2 ついてな

かった 1 

にこって 1

細長い 1 黒 3 赤い眼鏡 1   

 上ぺちゃんこ 1    

 
② 感情を表す語彙 
 幼児，児童が用いた感情語の異なり語数を
図に示す。また，用いられた語彙を表に示す。 



 

 

 

 
 
 これらの結果に加え，自分の感情，気持ち
について報告する場合と，他者の感情，気持
ちについて報告する場合とでは，前者の方が
困難であることが見いだされた。 
 
（2）子どもの証言の信用性に関する意識 
 二つの調査研究を行った。 
 第一は，子どもの供述の信用性，および記
憶の抑圧・回復に関する評定である。後者は
「外傷的体験は抑圧され，やがて回復する」
という主張に対する判断である。面接者がこ
の主張に対しどのような考えを抱いている
かは，長時間後に「回復した」とされる供述
の信用性の判断に影響を及ぼす。本調査は，
南山大学の岡田悦典氏，政策研究大学院大学
の藤田政博氏との共同研究で実施した。回答
者は一般市民 294人，大学生 90人であった。 
 その結果「幼児の証人は，成人の証人に比
べ，正確さの度合いが低い」を正しいとする

人は 9％，「外傷的な体験は，何年も抑圧され，
それから回復されることがある」を正しいと
する人は 68%であった。Kassin らの先行研
究によれば，法と心理学の専門家で上記の項
目を正しいとする人は，それぞれ 65%，16％
である。市民は反対方向の判断を行っている
ことになる。 
 第二に，記憶の抑圧・回復に関する評定，
および日常の記憶体験に関する調査を大学
生 110 人に対して行った。 
 その結果，上記の調査と同様，記憶の抑圧
と回復に対する信念は高いこと，その信念は，
日常的な記憶の忘却・想起体験と関わってい
ることが示された。 
 
（3）文献研究ならびに国外の視察調査 
 語彙や認知の発達に応じた面接法の開発
を目指し，文献研究，国外視察を行った。 
 文献研究では，幼児，児童の証言の正確性
に関わる要因について検討した。国内外の研
究を概観することにより，語彙の問題に加え，
情報源の理解，現実と空想の区別，嘘と真実
の区別，誘導の影響等が供述の正確さに影響
を及ぼすこと，比較的安定した供述を得られ
るようになるのは，個人差もあるが概ね 6 歳
以降であることが示された。この年代になる
と大人の質問に頼る度合いが減り，自発的な
報告が可能となる。よって，自由報告，オー
プン質問を主とする面接が行われれば，比較
的正確な情報が得られやすい。 
 国外の調査としては，2005 年度，英国レ
スターにおける司法面接室を訪問し資料を
収集した。また，2007 年，英国ロンドンな
らびにケンブリッジにおいて司法面接
（Memorandum of Good Practice：MOGP
および Achieving Best Evidence：ABE）に
関する資料収集を行った。加えて，2007 年，
ロンドン警察において 2週間にわたる司法面
接研修に参加し，司法面接のガイドラインと
トレーニングに関する情報を得た。 
 
(4) 成果のまとめとガイドライン 
 実験，調査，文献研究・国外視察により得
られた情報にもとづき，ガイドラインを提案
した。研究開始当時は，（面接者が用いる）
語彙に制約をつけた上で面接を行う面接法
の提案を考えていた。しかし，語彙が少なく
ても報告できる量は記憶の正確性と関わっ
ている（人物記述の結果より）。また，語彙
には個人差，課題差があり，例えば自分の気
持ちは他者の気持ちよりも説明しにくい。こ
のようなことから，使用する語彙に画一的な
制約をつけるよりも，面接導入時に面接者が
子どもの語彙レベルを査定すること，子ども
に面接の目的を伝え「知らない」「わからな
い」と言ってよいと教示することなどが重要
であると考えるようになった。このような考



 

 

察にもとづき，MOGP，ABE を踏まえ，以
下のようなガイドラインを提案した。 
 
導入と約束：語彙が限られている幼児におい
ては，特に，面接の目的を明らかにし，わか
らないことはわからない，知らないことは知
らないと言ってよいことを明示する。また，
面接はビデオ録画する。 
 日付，氏名を記録する。 
 ビデオをとることを説明する。 
 あなたのお話を忘れないように。 
 あなたが何度も話さなくてよいように。 
 以下の約束をする。 
 質問がわからない時はわからないと言

う。 
 覚えていなければ覚えていないと言う。 
 誰かから聞いたことや，考えたことでは

なく，本当にあったことを言う。 
 私（面接者）はそこにいなかったので，

どんなことがあったのかわからない。ど
んなことでも，あったことを話す。 

第１段階・ラポール：中立な出来事について
尋ね，いつ，どこで，誰が，何を，どうした
等についての語彙や言語レベルを確認する。 
第２段階・自由報告：「今日は何をお話しに
来たのかな？」等の誘いかけにより自由報告
を求める。 
第３段階・質問：自由報告で述べられなかっ
たことについて質問する。 
 A 段階：より詳しい情報をオープン質問に

より求める。「さっき○○って言ってたけ
れどもう少し詳しくお話しして」 

 B 段階：得られなかった情報について WH
質問「いつ，どこ，誰等」を行う。 

 C 段階：争点ではないことについてクロー
ズド質問を行う。「それは，ゴールデンウ
ィークよりも前？後？」。不明な語彙につ
いては描画などで確認する。 

 D 段階：やむを得ない場合は誘導質問（争
点となり得ることについてのクローズド
質問：「叩かれたの？」等）を行う。証拠
的価値が下がるので，極力避ける。 

第４段階・クロージング：得られた情報を子
どもの言葉で（言い換えることなく）確認し，
中立の話題に戻し，感謝して終了する。 
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